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❏❏
交
付
金
の
申
請
漏
れ

交
付
金
の
申
請
漏
れ

　

能
代
市
山
本
郡
１
市
３
町
合
同
で
実
施
し

　

能
代
市
山
本
郡
１
市
３
町
合
同
で
実
施
し

て
い
る
「
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
あ
き
た
白
神
ツ

て
い
る
「
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
あ
き
た
白
神
ツ

ー
リ
ズ
ム
を
核
と
し
た
観
光
地
域
づ
く
り
推

ー
リ
ズ
ム
を
核
と
し
た
観
光
地
域
づ
く
り
推

進
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度
か
ら

進
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度
か
ら

５
年
度
ま
で
国
に
よ
る
地
方
創
生
推
進
交
付

５
年
度
ま
で
国
に
よ
る
地
方
創
生
推
進
交
付

金
を
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

金
を
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

５
年
度
分
の
申
請
手
続
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん

５
年
度
分
の
申
請
手
続
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

で
し
た
。

　

当
該
交
付
金
制
度
は
、
５
年
度
か
ら
「
デ

　

当
該
交
付
金
制
度
は
、
５
年
度
か
ら
「
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
」
に
統

ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交
付
金
」
に
統

合
さ
れ
、
実
施
計
画
書
の
提
出
に
あ
た
っ
て

合
さ
れ
、
実
施
計
画
書
の
提
出
に
あ
た
っ
て

は
、
可
能
な
限
り
国
・
県
と
事
前
相
談
を
行

は
、
可
能
な
限
り
国
・
県
と
事
前
相
談
を
行

う
よ
う
通
知
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
市
で
は
、

う
よ
う
通
知
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
市
で
は
、

事
前
相
談
が
必
要
な
の
は
新
規
事
業
の
み
と

事
前
相
談
が
必
要
な
の
は
新
規
事
業
の
み
と

誤
認
し
て
し
ま
い
、
実
施
計
画
書
が
未
提
出

誤
認
し
て
し
ま
い
、
実
施
計
画
書
が
未
提
出

と
な
っ
た
ほ
か
、
市
と
３
町
間
の
連
携
、
相

と
な
っ
た
ほ
か
、
市
と
３
町
間
の
連
携
、
相

互
確
認
が
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
、
交
付
申

互
確
認
が
不
十
分
で
あ
っ
た
た
め
、
交
付
申

請
の
機
会
を
逸
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

請
の
機
会
を
逸
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

山
本
郡
３
町
に
対
し
て
は
、
事
業
の
と
り

　

山
本
郡
３
町
に
対
し
て
は
、
事
業
の
と
り

ま
と
め
役
を
担
う
本
市
が
役
割
を
果
た
せ
な

ま
と
め
役
を
担
う
本
市
が
役
割
を
果
た
せ
な

か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
大
変
申
し
訳
な
く

か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
大
変
申
し
訳
な
く

思
っ
て
い
ま
す
。

思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
事
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
関
係

　

こ
の
度
の
事
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
関
係

職
員
４
人
を
訓
告
お
よ
び
厳
重
注
意
と
し
ま

職
員
４
人
を
訓
告
お
よ
び
厳
重
注
意
と
し
ま

し
た
が
、
今
後
は
、
職
員
の
制
度
理
解
の
深

し
た
が
、
今
後
は
、
職
員
の
制
度
理
解
の
深

化
、
内
部
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
強
化
、
共
同
事

化
、
内
部
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
強
化
、
共
同
事

業
の
際
の
他
自
治
体
と
の
確
認
や
連
携
の
あ

業
の
際
の
他
自
治
体
と
の
確
認
や
連
携
の
あ

り
方
に
つ
い
て
見
直
し
を
図
る
な
ど
、
再
発

り
方
に
つ
い
て
見
直
し
を
図
る
な
ど
、
再
発

防
止
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

防
止
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

❏❏
７
月
の
大
雨
に
よ
る
災
害

７
月
の
大
雨
に
よ
る
災
害

　

能
代
地
区
に
お
い
て
は

　

能
代
地
区
に
お
い
て
は
1515
日
の
日
の
2424
時
間
雨

時
間
雨

量
は
１
８
０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
観
測
史
上
最

量
は
１
８
０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
観
測
史
上
最

大
を
記
録
し
、
市
内
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

大
を
記
録
し
、
市
内
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心
よ

ら
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
で
は
、
秋
田
地
方
気
象
台
に
よ
る
報
道

　

市
で
は
、
秋
田
地
方
気
象
台
に
よ
る
報
道

発
表
を
受
け
、

発
表
を
受
け
、
1414
日
に
悪
土
川
の
増
水
に
対

日
に
悪
土
川
の
増
水
に
対

応
で
き
る
よ
う
能
代
消
防
署
と
連
携
し
て
土

応
で
き
る
よ
う
能
代
消
防
署
と
連
携
し
て
土

の
う
を
確
保
す
る
な
ど
、
大
雨
に
備
え
た
対

の
う
を
確
保
す
る
な
ど
、
大
雨
に
備
え
た
対

応
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

応
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

雨
は

　

雨
は
1515
日
か
ら
強
ま
り
、
同
日
午
前
５
時

日
か
ら
強
ま
り
、
同
日
午
前
５
時

1010
分
に
大
雨
・
洪
水
・
暴
風
警
報
、
波
浪
・

分
に
大
雨
・
洪
水
・
暴
風
警
報
、
波
浪
・

高
潮
注
意
報
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
大

高
潮
注
意
報
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
大

雨
に
不
安
を
感
じ
る
方
が
避
難
で
き
る
よ
う
、

雨
に
不
安
を
感
じ
る
方
が
避
難
で
き
る
よ
う
、

常
盤
地
域
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
自
主
避
難
所

常
盤
地
域
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
自
主
避
難
所

を
、
ね
む
の
木
苑
に
福
祉
避
難
所
を
開
設
す

を
、
ね
む
の
木
苑
に
福
祉
避
難
所
を
開
設
す

る
と
と
も
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
周

る
と
と
も
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
周

知
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
土
砂
災
害
警

知
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
土
砂
災
害
警

戒
情
報
の
発
表
や
降
雨
、
河
川
の
状
況
に
応

戒
情
報
の
発
表
や
降
雨
、
河
川
の
状
況
に
応

じ
、
避
難
指
示
な
ど
を
発
令
す
る
と
と
も
に

じ
、
避
難
指
示
な
ど
を
発
令
す
る
と
と
も
に

計計
1616
カ
所
に
避
難
所
を
開
設
し
、
市
民
の
安

カ
所
に
避
難
所
を
開
設
し
、
市
民
の
安

全
・
安
心
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

全
・
安
心
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

　

８
月

　

８
月
3131
日
現
在
の
被
害
状
況
は
、
住
家
の

日
現
在
の
被
害
状
況
は
、
住
家
の

床
上
浸
水
１
１
５
棟
、
床
下
浸
水
１
９
７
棟
、

床
上
浸
水
１
１
５
棟
、
床
下
浸
水
１
９
７
棟
、

非
住
家
浸
水
が

非
住
家
浸
水
が
9090
棟
に
及
ん
だ
ほ
か
、
市
道

棟
に
及
ん
だ
ほ
か
、
市
道

や
林
道
の
路
肩
決
壊
な
ど

や
林
道
の
路
肩
決
壊
な
ど
7979
カ
所
、
河
川
の

カ
所
、
河
川
の

洗
掘
・
決
壊

洗
掘
・
決
壊
2727
カ
所
、
農
地
お
よ
び
農
業
用

カ
所
、
農
地
お
よ
び
農
業
用

施
設
の
被
害
４
６
８
カ
所
、
公
共
施
設
２
カ

施
設
の
被
害
４
６
８
カ
所
、
公
共
施
設
２
カ

所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
判

所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
判

明
し
た
被
害
額
は
、
住
家
被
害
が
約
１
億
１

明
し
た
被
害
額
は
、
住
家
被
害
が
約
１
億
１

７
６
７
万
円
、
市
道
が
約
３
０
４
５
万
円
、

７
６
７
万
円
、
市
道
が
約
３
０
４
５
万
円
、

林
道
が
約
８
６
０
０
万
円
、
河
川
が
約
９
５

林
道
が
約
８
６
０
０
万
円
、
河
川
が
約
９
５

０
万
円
、
農
作
物
お
よ
び
生
産
施
設
の
被
害

０
万
円
、
農
作
物
お
よ
び
生
産
施
設
の
被
害

が
約
２
億
４
８
４
９
万
円
、
農
地
お
よ
び
農

が
約
２
億
４
８
４
９
万
円
、
農
地
お
よ
び
農

業
用
施
設
が
約
８
億
８
７
２
２
万
円
、
公
共

業
用
施
設
が
約
８
億
８
７
２
２
万
円
、
公
共

施
設
が
約
５
８
９
万
円
で
、
被
害
総
額
は
約

施
設
が
約
５
８
９
万
円
で
、
被
害
総
額
は
約

1313
億
８
５
２
２
万
円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

億
８
５
２
２
万
円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
被
災
さ
れ
た
方
々
を
支
援
す
る

　

市
で
は
、
被
災
さ
れ
た
方
々
を
支
援
す
る

た
め
に
、
災
害
の
発
生
後
、
災
害
ご
み
の
収

た
め
に
、
災
害
の
発
生
後
、
災
害
ご
み
の
収

集
や
し
尿
の
汲
み
取
り
、
家
屋
の
消
毒
作
業

集
や
し
尿
の
汲
み
取
り
、
家
屋
の
消
毒
作
業

を
進
め
る
と
と
も
に
、
市
独
自
の
災
害
見
舞

を
進
め
る
と
と
も
に
、
市
独
自
の
災
害
見
舞

金
の
支
給
や
災
害
救
助
法
に
よ
る
住
宅
の
応

金
の
支
給
や
災
害
救
助
法
に
よ
る
住
宅
の
応

急
修
理
の
ほ
か
、
市
税
・
保
険
料
の
減
免
措

急
修
理
の
ほ
か
、
市
税
・
保
険
料
の
減
免
措

置
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

置
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
独
自
の
災
害
見
舞
金
の
支
給
に
つ
い
て

　

市
独
自
の
災
害
見
舞
金
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
対
象
と
な
る
１
１
５
世
帯
に
対
し
、
８

は
、
対
象
と
な
る
１
１
５
世
帯
に
対
し
、
８

月
４
日
か
ら
支
給
を
開
始
し
、

月
４
日
か
ら
支
給
を
開
始
し
、
2929
日
ま
で
に

日
ま
で
に

終
え
て
い
ま
す
。

終
え
て
い
ま
す
。

　

災
害
救
助
法
に
基
づ
く
住
宅
の
応
急
修
理

　

災
害
救
助
法
に
基
づ
く
住
宅
の
応
急
修
理

に
つ
い
て
は
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
相
談
に

に
つ
い
て
は
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
が
、
国
の
制
度
上
、
対
象
要

応
じ
て
い
ま
す
が
、
国
の
制
度
上
、
対
象
要

件
が
細
か
く
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か

件
が
細
か
く
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
手
続
き
な
ど
に
時
間
を
要
し
て
い
ま
す
。

ら
、
手
続
き
な
ど
に
時
間
を
要
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
制
度
の
活
用
を
希
望
す
る
方
の
ご
理

今
後
も
制
度
の
活
用
を
希
望
す
る
方
の
ご
理

解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
て

解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

い
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
に
よ
る

　

こ
の
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
に
よ
る

寄
附
金
の
受
け
付
け
を
７
月

寄
附
金
の
受
け
付
け
を
７
月
1717
日
か
ら
開
始

日
か
ら
開
始

し
た
ほ
か
、
義
援
金
も

し
た
ほ
か
、
義
援
金
も
1111
月月
3030
日
ま
で
受
け

日
ま
で
受
け

付
け
し
て
い
ま
す
。
８
月

付
け
し
て
い
ま
す
。
８
月
3131
日
現
在
で
寄
附

日
現
在
で
寄
附

金
に
つ
い
て
は
４
６
７
万
９
２
９
６
円
、
義

金
に
つ
い
て
は
４
６
７
万
９
２
９
６
円
、
義

援
金
に
つ
い
て
は
１
１
６
万
５
３
８
２
円
を

援
金
に
つ
い
て
は
１
１
６
万
５
３
８
２
円
を

お
寄
せ
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
寄
附
金
お
よ

お
寄
せ
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
寄
附
金
お
よ

び
義
援
金
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
被
災
者
の

び
義
援
金
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
被
災
者
の

 
市
議
会
９
月
定
例
会

市市  

長長  

説説  

明明
　
市
議
会
９
月
定
例
会
を
、
市
役
所
本
庁
舎

議
場
に
お
い
て
９
月
５
日
㈫
か
ら
28
日
㈭
ま

で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

初
日
に
行
わ
れ
た
市
長
説
明
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ　

総
務
課
℡
89
・
２
１
１
３
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へ
の
差
別
が
生
じ
な
い
よ
う
、
市
民
の
皆
さ

へ
の
差
別
が
生
じ
な
い
よ
う
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
は
ご
配
慮
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

ま
に
は
ご
配
慮
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
す
。

❏❏
能
代
市
総
合
体
育
館
の
大
規
模
改
修

能
代
市
総
合
体
育
館
の
大
規
模
改
修

　

令
和
５
年
度
に
空
調
設
備
、
ア
リ
ー
ナ
天

　

令
和
５
年
度
に
空
調
設
備
、
ア
リ
ー
ナ
天

井
お
よ
び
床
改
修
工
事
な
ど
の
実
施
設
計
を

井
お
よ
び
床
改
修
工
事
な
ど
の
実
施
設
計
を

行
っ
て
お
り
、
６
年
度
お
よ
び
７
年
度
に
工

行
っ
て
お
り
、
６
年
度
お
よ
び
７
年
度
に
工

事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
本
工
事
に
よ
り
、

事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
本
工
事
に
よ
り
、

長
期
間
施
設
利
用
が
で
き
な
い
状
況
と
な
る

長
期
間
施
設
利
用
が
で
き
な
い
状
況
と
な
る

こ
と
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
不

こ
と
か
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
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便
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、

便
を
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か
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い
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く
た
め
の
工
事

５年度９月補正予算（案）

一般会計９月補正予算の主な歳出

　財政調整基金積立金	 550,452

●企業連携事業費	 3,460

　道の駅ふたつい施設管理費	 2,198

　空家対策事業費	 6,000

　市税賦課費	 3,218

　戸籍住民基本台帳費	 6,028

　介護保険特別会計繰出金	 2,051

●子育て世帯物価高騰対策給付金給付　

　事業費	 94,574

●過年度国庫負担金等返還金	（児童福

　祉費関係）	 26,602

　農業・漁業経営フォローアップ資金

　保証料・利子補給費補助金	 3,313

現計予算 補正額 補正後予算

一般会計 32,897,163 810,837 33,708,000

特別会計

　国民健康保険

　後期高齢者医療

　介護保険

5,647,531

777,826

8,019,277

12,876

1,177

307,581

5,660,407

779,003

8,326,858

●畑地化促進事業費補助金	 7,476

　令和４年８月大雨被害によるねぎ軟　

　腐病対策事業費	 6,200

　夢ある畜産経営ステップアップ支援

　事業費補助金	 7,581

●農地・農業用施設小災害支援事業費

　補助金	 16,650

　道路橋りょう事務費	 2,108

　住宅リフォーム支援事業費	20,000

　小学校管理費	 6,068

　管理運営費（体育施設）	 9,407

　道路河川災害復旧事業費	 15,310

　予備費	 14,000

（●は新規事業）
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２
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取
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追
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追
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